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水産物認証への 
新たなアプローチ
サステナビリティから食品安全まで、 
LRQAの水産物専門家が必要な認証取得を 
支援します。



LRQA の水産物安全の専門家はさまざ
まな業界基準で 100種以上の水産物を
評価してきました。堅牢かつ実際的な
認証提供に 30 年の実績を有し、お客
様のビジネスにおいて顧客の信頼を推
進します。

サステナビリティ、原産地、動物福祉、
倫理的慣行のいずれを取っても、認証
はベストプラクティスによる業務を利
害関係者に実証するのに役立ちます。

LRQAとともにビジネスを進めること
により、これまで何百もの漁業・養殖
団体との協業を通じて得た知識と経験
からの恩恵を得られることでしょう。
LRQAはお客様の事業にとって何が重
要かを明らかにするために、常に深く
洞察します。

認証を通じて 
サプライチェーンの信頼を確保
独立した水産物認証を LRQAから取得すること
によりプレミアム市場へのアクセスやブランド
保護の強化など、多くのメリットが得られます。
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お客様に最適な 
基準・スキームとは？

漁業
LRQA は、MSC 認証、RFVS 認証、	
MarinTrust 認証におけるグローバル市
場のリードプロバイダーです。LRQA
は、漁業者が漁獲作業の管理、乱獲の
防止、環境悪化の回避に集中できるよ
う支援します。LRQAとともに、お客
様は「青の革命」（水産業や水資源の技
術革新）やグローバル化に取り組みな
がら社会的要求やサプライチェーンの
要求を達成することができます。

LRQAは養殖・漁業分野の保証をリードする専門機関として、お客様がさまざまな認証サービ
スを理解し、事業に最も利益をもたらす認証サービスを選択する支援をいたします。
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漁業
最もメリットが大きい事業者

 • 漁業会社
 • 生産会社
 • 政府やNGO

CERTIFIED
SUSTAINABLE
SEAFOOD

MSC
www.msc.org

TM

養殖業
LRQA には、すべての主要な養殖種グ
ループ（ヒレのある魚類、軟体動物、
甲殻類、海藻類）に加えて、関連する
養殖生産システムをグローバルで手掛
けてきた実績があります。

養殖業者が生産する水産物の安全性と
品質の確保を支援すること、つまり、
LRQAはお客様と協力して環境負荷の
低減と養殖業界従事者の福祉の確保に
努めます。

養殖規格
最もメリットが大きい事業者

 • 飼料製造会社
 • 単一拠点の生産会社
 • 小売チェーンに供給を行うすべての会社
 • 複数拠点の国内・国際的生産会社
 • 業務のベストプラクティスの促進に努める企業

MarinTrust認証

ASC認証

MSC認証

GLOBALG.A.P.認証

RFVS認証

GSA	BAP認証

*	MSC認証	...............Marine	Stewardship	Council：海洋管理協議会の責任ある漁業基準に基づく認証
*	RFVS 認証	.............. Responsible	Fishing	Vessel	Scheme：責任ある漁船スキームに基づく認証
*	MarinTrust 認証	...MarinTrust：海洋生物に由来する食品・飼料添加物に関するマリントラスト基準に基づく認証
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加工業
LRQA は業界の幅広く実践的な専門知
識を後ろ盾として漁業者から養殖場、
小売業、飲食店まで、サプライチェー
ン全体でお客様を支援します。複雑な
流通チェーンに偽装行為や代替品が
入りこむのを防ぎ、調達から消費者へ
の提供にいたる水産品の透明性のある
プロセスの実現を支援します。CoC
（Chain	of	Custody：加工流通過程管
理）認証により、サプライチェーンの
各メンバー企業を不正なラベリングや
代替物から保護することが可能です。

加工／ Chain of Custody（CoC）
最もメリットが大きい事業者

 • 飲食店および小売業者
 • 小売チェーンに供給を行うすべての企業
 • 業務のベストプラクティスの促進に努める企業

CERTIFIED
SUSTAINABLE
SEAFOOD

MSC
www.msc.org

TM

業界をリードする 
水産物保証をさらに詳細に

ASC 認証 ASC（Aquaculture	 Stewardship	
Council：水産養殖管理協議会）は、
責任のある水産養殖の認証・ラベリン
グプログラムとして、世界をリードす
ることを目標としています。

ASC は、WWF が主宰する円卓会議
（Aquaculture	Dialogues：水産養殖
管理検討会）で策定された責任ある養
殖に関する世界基準の管理を主な役割
としています。

LRQAは ASCの養殖場基準をいち早く
採用し、世界中でサケ、マス、スズキ、
タイ、ムール貝、エビの生産者の認証
を行っています。

この業界で幅広い支持を得ている画期
的な基準であり、継続的改善を推進す
ることにより、養殖産業の環境的・社
会的影響を最小限に抑えるように設計
されています。

大手小売業者からの要望が高まるなか、
ASC 認証を受けた製品は、これをサ
ポートするCoC基準を通じて、生産者
から消費者の食卓までのトレースも可
能です。

LRQAは、お客様と緊密に協力し、カスタマイズされた保証ソリューションなどお客様のビジ
ネスニーズに合う適切な規格とスキームを明らかにします。

ASC認証の詳細はこちら				

ASC認証 MSC認証 ISO	22000認証 BRCGS認証

MarinTrust認証 GSA	BSP認証 FSSC	22000認証

*	CoC	........ Chain	of	Custody：加工流通過程管理

https://www.lrqa.com/ja-jp/asc/
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GSA BAP 認証 GSA（Global	Seafood	Alliance：世
界水産物連盟）には、すべての利害関
係者と協力して、責任ある養殖開発の
理念をできるだけ多くの生産者にもた
らそうという決意が設立当初からあり
ます。

そのために、厳格かつ包括的な BAP
（Best	Aquaculture	Practices：ベス
トプラクティス養殖）基準を策定して
います。

LRQAは、飼料工場、孵化場、養殖場、
加工施設についてGSA	BAP 認証を提

供できる数少ないサービスプロバイ
ダーの一つです。

最も急速に拡大している国際養殖規格
の 1つであるGSA	BAP は、関係する
事業が可能な限り高い基準を確実に満
たすことを目指し、動物福祉、食品安全、
環境責任などの分野に焦点を当ててい
ます。該当者はGSAに直接申請を行え
ますが、LRQAにご連絡いただければ、
必要な認証を取得するための支援をさ
せていただきます。

GSA	BAP の詳細はこちら				

GLOBALG.A.P. 
養殖認証

GLOBALG.A.P. は作物、家畜、養殖の
3つの範囲について 16 の基準を規定
しています。

GLOBAL	G.A.P. は、120 か国以上で
530 以上の製品、17 万以上の生産者
を認定しています。信頼性と完全性を
確保するのに十分な強固さと、革新と
卓越性を促進するのに十分な柔軟性の
両方を備えた基盤を有しています。

LRQA では孵化場と養殖場の両方で、
ヒレのある魚類、甲殻類、軟体動物の

すべてのGLOBALG.A.P. 養殖種の範囲
を審査することが可能です。CoC要求
事項だけでなく、養殖用飼料を生産す
る複合飼料メーカーを審査、認証する
ことができます。

認証では、生産プロセス全体にわたっ
て食品安全、労働安全衛生、動物福祉、
環境への配慮について審査します。

GLOBAL	G.A.P の詳細はこちら				

MSC 認証 漁業・水産物関連の企業では、この業
界をリードするMSC 基準で認証取得
を自主的に進めています。この基準は、
認証とエコラベルに関する国際的なベ
ストプラクティスのガイドラインに適
合しており、水産業、科学者、自然保
護活動家、専門家、利害関係者との協
議を通じて策定されました。

LRQAは、MSC基準に基づく持続可能
な漁業者・食品加工業者の認証におい
て市場をリードしています。

この基準は、野生の水産物を捕獲する
ことの継続性を評価したり、ラベルの
原産地を確実にトレースできるように
します。責任のある生産を消費者や小
売業者が後押ししようとするなかで、
この基準の国際的な重要性はますます
高まっています。

市場の 45％、100 種以上を評価する
LRQA は、要求事項の内容を問わず、
お客様のビジネスニーズを満たすこと
ができるでしょう。

MSCの詳細はこちら				

CERTIFIED
SUSTAINABLE
SEAFOOD

MSC
www.msc.org

TM

https://www.lrqa.com/ja-jp/gaa-bap/
https://www.lrqa.com/ja-jp/global-gap/
https://www.lrqa.com/ja-jp/msc/
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RFVS 認証 RFVS（Responsible	Fishing	Vessel	
Scheme：責任ある漁船スキーム）は、
漁船の乗組員の安全・福祉に関する高
水準の業務慣行を認証する、船舶ベー
スの任意プログラムです。

RFVS 認証とは、漁船のオーナーや運
航者が業界のベストプラクティスに
従っていることを独立した第三者機関
の審査を通じて実証するものです。

GSA（Global	Seafood	Alliance：世
界水産物連盟）をオーナーとするこの
スキームはグローバルで認知されてお

り、RFVS 認証の取得によりビジネス
に対する信頼を築き、新市場への参入
を促すことが可能です。

LRQAは RFVS スキームの独占的プロ
バイダーであり、プログラムを完了す
ることで、購入した魚が責任を持って
調達され、独立して検証されているこ
と、そして組織が持続可能な生産と漁
船労働者の福利のためのベストプラク
ティスに取り組んでいることを顧客に
実証できます。

RFVS の詳細はこちら				

BSP SPS 認証 SPS（Seafood	Processing	Standard：
水産物加工基準）は、GFSI（Global	
Food	Safety	Initiative）とGSCP（グ
ローバル・ソーシャル・コンプライア
ンス・プログラム）に準拠した、水産
物に特化した唯一の加工工場基準です。

この基準は、GSA	BSP 認証基準の一部
を形成します。BSP	SPS 基準は CoC
認証を通じて RFVS（責任ある漁船ス
キーム）と連携します。これにより、
野生の水産物のサプライチェーンにお

ける保証のギャップに対処し、船舶や
加工工場で働く労働者の安全条件を検
証できます。

LRQAは、BSP プログラムへの参加に
向けてお客様のビジネスをサポートし
ます。同プログラムは信頼性の高い第
三者保証を提供し、認証された漁業者
を認証された船舶・加工工場と連携さ
せる、世界唯一の第三者認証プログラ
ムです。

MartinTrust 認証 Marin	Trust 基準は責任ある製造と原
材料調達を保証する工場認証の基準で
あり、魚粉・魚油業界の原材料生産者
がベストプラクティスを実証できる、
信頼性の高い堅牢なツールとして開発
されました。

Marin	Trust 基準（旧 IFFO	RS 基準）
は市場で最大のシェアを占めており、
現在では世界の生産の約半分がMarin	
Trust 基準に準拠しています。

これは、持続可能な市場の成長を支え、
業界が環境に及ぼす影響を軽減するの
に役立ちます。

LRQAはMarin	Trust 認証の取得を支
援しています。この認証により、海洋
性原料の生産に使用される原材料が、
責任を持って管理された漁業者から調
達されているという確信が得られます。

BRCGS および 
サプライヤー監査

BRCGS の食品安全認証は、この種の規
格の中でも世界をリードする規格の 1
つであり、ベストプラクティスの実証
を希望するあらゆる規模の水産加工業
者から支持されています。

LRQAのアプローチが他のサービスプ
ロバイダーと異なるのは、BRCGSおよ
び CoC 認証監査を 1回の訪問にまと
め、現地の業務中断を最小限に抑えら
れる点です。

LRQAはBRCGSの主要なプロバイダー
であり、欧州、アジア、南北アメリカ
に顧客を有しています。

さらに、専門家である審査員の広範な
ネットワークを通じて、お客様と協力
してあらゆるレベルでサプライチェー
ンをレビュー・調査し、原産地、品質、
倫理的慣行に関するお客様独自の基準
をサプライヤーが確実に満たせるよう
にします。お客様のビジネスニーズに
応じて、サプライチェーンに影響を及
ぼす問題に迅速に対処します。

BRCGSの食品安全の詳細はこちら				

https://www.lrqa.com/ja-jp/rfvs/
https://www.lrqa.com/ja-jp/brcgs/
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サプライチェーン全体の課題解決

養殖、漁業、食品製造、飲食、ホテ
ル、小売の各事業者からの協力のもと、
LRQA はサプライチェーンの全過程
で食品安全とサステナビリティに関わ
るリスク管理と世界中のステークホル
ダーとの信頼関係の構築を支援します。

認証とは、食品安全マネジメントの順
守とコミットメントを証明するもので
す。LRQAは独立した認証機関として、
業界で最も信頼されているグローバル
スタンダード、スキーム、規制に対し
て審査／監査を実施します。

コンプライアンスを超えて
LRQA のスペシャリストは、独立した
検証やサプライチェーン保証、カスタ
マイズ研修まで、30年以上にわたり、
お客様のための特別な保証プログラム
を開発してきました。これらのソリュー
ションは、ビジネスの改善を促進し、
サプライチェーン全体のリスクを最小
限に抑え、最終的にブランドの評判を
保護するのに役立ちます。

業界の課題に協力して 
対処する
持続可能な漁業や養殖に対する消費者
からの要求が高まっています。グロー
バル化と「青の革命」に加えて、水産

業界の複雑さと潜在的課題も増大して
いることは明らかです。LRQAはお客
様と協力し、ビジネスにとって最も重
要な推進要因を特定し、その実現に寄
与する基準の優先順位を判断します。

堅牢で信頼性の高い認証が、ありがち
な批判をかわすのにも役立つかもしれ
ません。実際、事業を守らなければな
らない必要性が生じたときにはじめて
盤石な認証サービスを利用していたこ
とにご安心いただけるのです。＊これ
は原文をそのまま載せるのは避けたほ
うがよいと判断し、だいぶ文章を変え
ています。LRQAはまた、漁業改善プ
ロジェクトに関わる組織や漁業者と協
力し、持続可能で責任ある漁業へのコ
ミットメントを実証できる認証サービ
スを提供しています。

LRQA の水産物サービスの詳細
はこちら				

LRQAの専門家は、お客様固有の課題や要求事項を明確に理解
し、コンプライアンス、ブランド保証やそれら全般に関する深
い知識を駆使して、お客様の課題解決をサポートします。

LRQAのブランド保証ソリューション
の詳細はこちら				

MOWi社

ケーススタディ LRQA はMOWi 社と協力し、養殖サーモンの法的要求事項と
MOWi 社独自の厳しい品質レベルを確実に満たすため、各サイ
トで国際的に認知されたさまざまな養殖監査を提供しています。

LRQAの専門家は各養殖場やその技術スタッフと協力し、必要
に応じてスコティッシュサーモンに関するASC、適正実施基準、
GLOBALG.A.P.、ラベルルージュ基準、PGI の監査を提供してい
ます。

これらの監査によって、MOWi 社は各サイトが最高の業界水準
で運営され、対象とする市場で自社の製品が十分高い品質で販売
されることを確実なものにしています。

大 手 水 産 会 社 の MOWi 社 は、
ノルウェー、スコットランド、
アイルランド、カナダに主要生
産拠点を持ち、マスとサーモン
の世界市場で 30% の市場シェア
を持っています。2014 年のサ
ケの生産量は推定 414,000 ト
ンにのぼりました。

https://www.lrqa.com/ja-jp/seafood-services/
https://www.lrqa.com/ja-jp/brand-assurance/
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YOUR FUTURE. OUR FOCUS.

LRQA について
認証・サイバーセキュリティ・検査・教育研修分野の比類なき専門知識を結集
することにより、当社は世界的な認証のリーディングプロバイダーの地位を
確保しています。

その伝統は誇るべきものですが、顧客との今後のパートナー関係を構築す
る上で、本当に重要なのは現在の当社の姿です。揺るぎない価値・リス
ク管理、軽減における数十年の経験・未来への的確なフォーカスを組み
合わせることで、より安心・安全・持続可能なビジネス構築に向けて
お客様をいつでも支援します。

独立した審査・認証・教育研修から、リアルタイムの認証技術・
データによるサプライチェーン改革まで、当社の革新的なエンド
ツーエンドのソリューションが、変化の速いリスク環境に積極的
に対処できるようお客様をサポートします。つまり、未来の状
況を成り行きに任せるのではなく、お客様が自ら構築できるよ
うになるのです。

LRQAリミテッド
〒220-6010
横浜市西区みなとみらい2-3-1
クイーンズタワーA10階

本書に示すすべての情報が正確かつ最新であるように、
LRQA	リミテッドでは細心の注意を払っています。
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